
 
 

 名古屋大学大学院工学研究科(研究科長：新美 智秀)の野澤 遼（のざわ りょう）(博
士後期課程学生)、辛 知映（しん ちよん）特任准教授、忍久保 洋（しのくぼ ひろし）

教授の研究グループは、反芳香族化合物を積み重ねて三次元的な芳香族性を作りだすことに初めて成功しました。

 
 芳香族化合物は物質として安定しており、プラスチックや医薬品、液晶などの身の回

りの様々な有用な物質として利用されていますが、反芳香族化合物はとても不安定であり、これまでその研究は進んでいませんでした。理論計算上からは、反芳香族化合物を

積み重ねると三次元的な芳香族性が現れることは予言されていましたが、そのような化合物を合成することが困難で、三次元芳香族性を実験的に証明した例はこれまでありませんでした。今回の研究では、反芳香族化合物であるノルコロールを基本単位として用いることにより、ノルコロールが２つあるいは３つ積層した反芳香族化合物を合成することに成功しました。  また、今回の発見は、化学の古典的原理である芳香族性という概念に新風を吹き込む

ものであり、２つの反芳香族化合物を接近させることができるため、有機半導体の性能向上につながるものと期待されます。このため、本研究は有機化学分野だけでなく、広

く材料分野への波及効果があると期待されます。 
 

 

 

 本研究成果は、2016年11月30日10時（英国時間）に『ネイチャー コミュニケーショ

ンズ』誌に掲載されます。この研究は、科学研究費補助金（新学術領域研究）「π造形

科学: 電子と構造のダイナミズム制御による新機能創出」(平成26〜30年度)の支援のも

とでおこなわれたものです。 








